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ペトロの手紙 Ⅰ　４章 10 節

子
ど
も
た
ち
に
注
い
だ

ラ
ッ
セ
ル
先
生
の
愛
と
祈
り

　

活
水
女
園
の
起
こ
り
は
、
１
８
９
３
（
明
治
26
）
年
の

自
然
災
害
に
よ
っ
て
両
親
を
亡
く
し
た
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ラ
ッ
セ
ル
先
生
が
熊
本
九
品
寺
白
川

教
会
の
隣
接
地
に
孤
児
院
を
設
け
た
こ
と
に
端
を
発
す

る
。
そ
の
５
年
後
熊
本
か
ら
福
岡
県
古
賀
村（
現
古
賀
市
）

に
移
転
す
る
。
こ
の
土
地
の
寄
贈
者
は
衣
笠（
旧
姓
大
村
）

マ
ス
オ
（
１
８
９
２
年
活
水
女
学
校
高
等
科
卒
）
で
あ

る
。
古
賀
村
の
土
地
は
１
５
、０
０
０
坪
と
い
う
広
大
な

敷
地
面
積
を
有
し
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る

姿
を
ラ
ッ
セ
ル
先
生
は
見
守
り
続
け
た
。
１
９
０
６
（
明

治
39
）年
、
古
賀
村
か
ら
長
崎
県
大
村
玖
島
郷
へ
移
転
し
、

大
村
活
水
女
園
と
し
て
再
出
発
す
る
。
現
在
の
日
本
キ
リ

ス
ト
教
団
大
村
教
会
に
隣
接
す
る
。幾
多
の
歴
史
を
経
て
、

熊
本
、
福
岡
、
長
崎
（
大
村
）
と
移
転
を
し
た
が
、
ラ
ッ

セ
ル
先
生
の
子
ど
も
た
ち
に
注
い
だ
愛
と
祈
り
は
色
あ
せ

る
こ
と
な
く
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
。

KWASSUI

History
聖書のことば

活水学院報の名称を一新します

表紙

1

「大村活水女園」
古賀村に献堂した建物の資材を用いて、その
姿のまま大村に再建。
1906（明治 39）年「大村活水女園財団法人」
となり、孤児となった女児の救護のみならず、
その後の養護や教育にあたった。

　2022 年度の学院聖句は私たちに「人間と
は何者なのか？」、また「何のために生きる
べきなのか？」を教える箇所です。人間とは
神様の「善い管理者」であること、また互い
に仕え合う者です。そこで何をもって仕え合
うべきか、それは神様から与えられている賜
物です。それを神様の「恵み」と言っています。
　人間は神様の賜物を用いて互いに奉仕する
者であり、そこに生きる意味があります。他
人から預かった資産などを、責任をもって
管理運用することを「スチュワードシップ」

（stewardship）と言いますが、奉仕の精神を
もって生きることこそ、私たちが存在する大
きな理由であります。

校名の由来となった「活ける水」（Living Water）を学院広報誌の新
名称としました。学生・教職員の投票で最多票を獲得したものです。

表紙の銅板は、東山手キャンパス大チャペルの
正面の右壁に設置されている。創立 60 周年を
記念して同窓会から寄贈。制作者は彫刻家の日
奈子実三氏。
出典：活水学院百年史 P182
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長
崎
の
地
に
蒔
か
れ
た
女
性
教
育
の
種

Elizabeth Russell

1879
Since

創立者

エリザベス・ラッセル（1836-1928）

1879（明治12）年、出島メソジスト教会の要請に応える形で来日し、長崎到着わ
ずか１週間後の12月１日に、活水を開学しました。最初の生徒はたった１人でし
たが、深い信仰と豊かな愛によって日本における女子教育の草分けともいえる活
水学院の礎石がおかれたのです。その後、40年に渡ってキリスト教精神に基づく
女子教育をはじめ、女児を引き受けて養育する施設「活水女園」を開設するなど児
童福祉活動にも献身されました。オハイオ州の墓碑には東山手キャンパス大チャ
ペル正面右壁にある記念銅板と同じ言葉が刻まれています。
If you could see it, you would find the girlhood of Japan written on my heart.

（もし、私の心を見ることができれば、日本の娘、と書いてあるだろう）

三世代をつなぐ十字の座標軸

●
１
８
７
９
年（
明
治
12
年
）

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ラ
ッ
セ
ル
宣
教
師
、
活
水
女
学
校
を
創
立
す
る
。

●
１
８
８
７
年（
明
治
20
年
）

活
水
女
学
校
に
初
等
科
・
中
等
科
・
高
等
科
・
神
学
科
・
技
芸

部
を
お
く
。

●
１
９
１
９
年（
大
正
８
年
）

活
水
女
学
校
大
学
部
を
改
組
し
て
、
専
門
学
校
令
に
よ
り
活
水

女
子
専
門
学
校
を
設
置
し
英
文
科
を
お
く
。

●
１
９
２
２
年（
大
正
11
年
）

活
水
女
学
校
専
門
部
に
家
政
科
を
お
く
。

●
１
９
４
７
年（
昭
和
22
年
）

新
学
制
に
よ
り
、
活
水
中
学
校
を
設
置
。

●
１
９
４
８
年（
昭
和
23
年
）

新
学
制
に
よ
り
、
活
水
高
等
学
校
を
設
置
。

●
１
９
５
０
年（
昭
和
25
年
）

学
制
改
革
に
よ
り
、
活
水
女
子
短
期
大
学
を
設
置
し
、
英
文
科
・

家
政
科
・
音
楽
科
を
お
く
。

●
１
９
５
１
年（
昭
和
26
年
）

活
水
中
学
校
・
高
等
学
校
の
校
舎
を
竹
の
久
保（
現
在
宝
栄
町
）

旧
鎮
西
学
院
校
舎
を
再
建
し
て
移
転
。

●
１
９
７
７
年（
昭
和
52
年
）

活
水
女
子
短
期
大
学
に
日
本
文
学
科
を
設
置
。

●
１
９
７
９
年（
昭
和
54
年
）

創
立
100
周
年
を
迎
え
る
。

●
１
９
８
１
年（
昭
和
56
年
）

活
水
女
子
大
学
を
設
置
し
、
文
学
部
に
英
文
学
科
・
日
本
文
学

科
を
お
く
。

●
１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）

活
水
女
子
大
学
に
大
学
院
文
学
研
究
科
英
文
学
専
攻（
修
士
課

程
）を
設
置
す
る
。
活
水
女
子
短
期
大
学
家
政
科
を
生
活
学
科

に
名
称
変
更
す
る
。

●
１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）

音
楽
学
部
を
設
置
。

●
１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）

活
水
女
子
短
期
大
学
に
、
専
攻
科
食
物
栄
養
専
攻（
２
年
制
）を

開
設
。

●
１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）

創
立
120
周
年
を
迎
え
る
。

●
２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）

文
学
部
日
本
文
化
学
科
が
現
代
日
本
文
化
学
科
に
、
音
楽
学
部

は
演
奏
学
科
・
応
用
音
楽
学
科
の
２
学
科
に
な
る
。
大
学
文
学

部
英
文
学
科
が
英
語
学
科
に
、
短
期
大
学
英
文
科
が
英
語
科
に

名
称
変
更
す
る
。

●
２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）

健
康
生
活
学
部
食
生
活
健
康
学
科
を
設
置
。

●
２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）

活
水
高
等
学
校
に
英
語
科
新
設
。

●
２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）

健
康
生
活
学
部
に
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
・
子
ど
も
学
科
を
設
置
。

●
２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）

看
護
学
部
を
設
置
。
創
立
130
周
年
を
迎
え
る
。

●
２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）

音
楽
学
部
音
楽
学
科
を
設
置
。

●
２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）

文
学
部
を
国
際
文
化
学
部
に
、
現
代
日
本
文
化
学
科
を
日
本
文

化
学
科
に
名
称
変
更
す
る
。
国
際
文
化
学
部
を
英
語
学
科
と
日

本
文
化
学
科
の
２
学
科
と
す
る
。

●
２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）

創
立
140
周
年
を
迎
え
る
。

（右から）
永石有希子さん
　活水女子短期大学家政科食物専攻卒業／第37回生
池田　陽子さん
　活水高等学校卒業／第14回生
永石莉里子さん
　活水高等学校卒業／第71回生

親から子へ、孫へ託されたバトン、学院で育ん
だ麗しき宝物は、活水のDNA。他者への共感
や連帯そして湧きあがる知的好奇心。これらの
DNAを横軸に、そしてキリスト教精神が縦軸
となって十字の座標軸を手にすることができま
した。目に見えない、だからこそなによりも強
くしなやかな道しるべです。

私
た
ち
三
代
活
水
レ
デ
ィ

―
活
水
で
育
ん
だ
他
者
へ
の
共
感
と
連
帯

―

〈
池
田
陽
子
さ
ん
〉

　
聖
書
に
触
れ
る
当
た
り
前
の
日
常
、
讃
美
歌
の
美
し

い
旋
律
に
心
が
洗
わ
れ
る
日
々
が
半
世
紀
を
超
え
て
よ

み
が
え
り
ま
す
。
い
ま
は
大
浦
の
教
会
で
開
か
れ
る
子

ど
も
食
堂
や
バ
ザ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま

す
。
奉
仕
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
果
実
は
か
け
が
え
の
な

い
喜
び
で
す
。 

〈
永
石
有
希
子
さ
ん
〉

　
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
に
学
ん
だ
英
語
の
授
業
が
一
番

キ
リ
ス
ト
教
精
神
で

「
個
性
と
人
格
」を

育
ん
で
き
た

143
年
の
伝
統

の
印
象
。
当
時
の
文
法
中
心
の
英
語
教
育
と
は
一
線
を

画
す
も
の
で
、
使
え
る
英
語
を
学
ぶ
楽
し
さ
は
知
的
好

奇
心
を
く
す
ぐ
る
も
の
で
し
た
。
活
水
で
過
ご
し
た
８

年
間
テ
ニ
ス
に
明
け
暮
れ
た
日
々
。
み
な
、
明
る
く
元

気
で
時
に
羽
目
を
外
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
さ

に
天
真
爛
漫
、
幸
せ
な
青
春
の
日
々
。
女
性
の
自
立
と

い
う
無
形
の
財
産
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
大
切
な
１

ペ
ー
ジ
で
す
。 

〈
永
石
莉
里
子
さ
ん
〉

　
高
校
時
代
ミ
ネ
ソ
タ
州
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
に
交
換
留
学

し
た
こ
と
が
い
ま
の
自
分
の
礎
で
す
。
国
際
基
督
教
大

学（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）に
進
学
し
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
で
活
動
。
ま

た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
、
ア
プ
リ
開
発
の
支
援

を
し
て
い
ま
す
。
姉
の
菜
々
子
も
活
水
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に

進
学
し
昨
年
か
ら
社
会
人
。
私
も
就
活
を
控
え
て
い
ま

す
が
、
活
水
で
学
ん
だ
人
の
心
に
寄
り
添
う
思
い
を
胸

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を
し
て
い
ま
す
。
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世
界
に
広
が
る

ラ
ッ
セ
ル
先
生
の
愛

ご
入
学

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

創
立
者
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ラ
ッ
セ
ル
先
生
の
愛
は
、
今
で
は
日
本
だ
け
で
は
な
く
世
界
に
も
広
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

活
水
女
子
大
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
留
学
生
が
学
び
世
界
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
日
本
と
離

れ
て
生
活
を
し
て
い
る
彼
女
た
ち
を
優
し
く
指
導
し
、
ラ
ッ
セ
ル
先
生
の
教
え
を
伝
え
て
い
る
の
が
、

本
学
教
員
の
冨
永
祐
子
先
生
で
す
。
今
回
は
冨
永
先
生
に
、
留
学
生
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
今
取
り
組

ん
で
い
る
研
究
、
本
学
の
国
際
交
流
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ　

�

先
生
は
本
学
の
卒
業
生
で
す
が
、

本
学
に
入
学
し
た
き
っ
か
け
は
？ 

冨
永
先
生
（
以
下
先
生
）　

高
校
生
の

時
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
で
、
青
年

海
外
協
力
隊
が
ア
フ
リ
カ
で
日
本
語
を

教
え
て
い
る
と
い
う
お
話
を
聞
い
た
こ

と
で
す
。
と
て
も
魅
力
的
に
思
え
、
将

来
は
海
外
で
日
本
語
を
教
え
る
仕
事
を

し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

活
水
で
は
日
本
語
教
育
を
学
べ
る
こ
と

か
ら
入
学
を
決
め
ま
し
た
。
今
は
日
本

語
教
育
に
関
す
る
研
究
を
し
て
お
り
、

大
学
時
代
の
学
び
が
基
盤
に
な
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ　

�

本
学
で
学
ぶ
留
学
生
の
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

先
生　

留
学
生
は
と
て
も
優
秀
で
す
。

大
学
内
の
活
動
や
日
本
人
学
生
と
の
交

流
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
通
じ
て
自
己
実

現
を
図
っ
て
い
ま
す
。
留
学
生
と
い
う

呼
び
方
を
し
ま
し
た
が
、
本
学
で
は
留

学
生
も
活
水
生
と
し
て
日
本
人
と
同
様

に
分
け
隔
て
な
く
接
し
ま
す
。
国
際
交

流
の
視
点
で
い
え
ば
、
留
学
生
と
の
距

離
が
近
い
と
い
う
点
は
他
学
に
な
い
ア

ド
バ
ン
テ
ー
ジ
で
す
。
他
学
で
は
、
通

常
講
義
と
留
学
生
対
象
の
講
義
に
分
か

れ
て
い
た
り
、
多
人
数
の
講
義
で
は
日

本
人
学
生
と
留
学
生
で
自
然
に
グ
ル
ー

プ
が
分
か
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
一
方
で
本
学
は
少
人
数
教
育
を
徹

底
し
て
お
り
、
同
一
環
境
・
同
一
講
義

ス
タ
イ
ル
で
す
。
留
学
生
と
日
本
人
学

生
は
、
出
身
地
が
違
う
だ
け
、
み
な
等

し
く
活
水
生
と
し
て
一
緒
に
学
ん
で
い

ま
す
。

Ｑ　

�

留
学
生
に
と
っ
て
、
本
学
の
特
色

と
は
？

先
生　

留
学
生
と
い
い
ま
す
と
言
語
系

の
学
科
で
受
け
入
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
本
学
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
学
科

で
学
ん
で
い
ま
す
。
日
本
文
化
学
科
地

域
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
に
関
心
を
有
す
る

留
学
生
も
い
ま
す
。
母
国
で
ご
家
族
が

商
売
を
さ
れ
て
お
り
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
に

興
味
を
持
っ
た
よ
う
で
す
。
日
本
人
学

生
と
一
緒
に
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ぶ
こ

と
は
、
双
方
に
刺
激
や
異
な
る
見
方
、

考
え
方
を
共
有
で
き
る
と
い
う
利
点
が

あ
り
ま
す
。

 

Ｑ　

�

高
校
生
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

先
生　

世
界
各
地
で
活
躍
す
る
卒
業
生

が
多
い
こ
と
は
本
学
の
特
徴
で
す
。
私

は
本
学
着
任
前
、
中
国
の
大
学
や
日
本

語
学
校
で
日
本
語
を
教
え
て
き
ま
し

た
。
客
室
乗
務
員
に
日
本
語
研
修
を
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の

航
空
会
社
の
研
修
担
当
者
の
方
も
活
水

の
卒
業
生
で
し
た
。
東
京
で
は
、
出
版

社
で
働
い
て
い
る
卒
業
生
と
も
出
会
い

ま
し
た
し
、
教
育
委
員
会
等
で
働
く
卒

業
生
も
お
り
ま
す
。
各
所
で
卒
業
生
の

活
躍
を
み
て
き
ま
し
た
が
、
ラ
ッ
セ
ル

先
生
の
教
え
が
時
間
空
間
を
越
え
て
私

た
ち
の
世
代
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
多
様
な
立
場
で

キ
ャ
リ
ア
を
磨
く
女
性
を
育
成
す
る
こ

の
活
水
に
皆
さ
ん
を
お
迎
え
す
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

著者：そらの瑠璃色
1997年短大英文科卒。
アロマコーディネーター、いやしのカウンセラー。
リンパドレナージュセラピスト、インストラクター。
著書「平気なふりをしている心へ」
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2020 年より、国際文化学部日本文化学科講
師。日本語教育に関する研究の傍ら、活水で
学ぶ留学生、日本語教師を目指す学生への教
育に尽力。海外の大学（中国）、日本語学校、
日系企業などで日本語教育に携わった経験も
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いる。
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活
水
高
校
で
出
会
っ
た
の
が
、
英
語

で
し
た
。
と
い
う
よ
り
も
、
活
水
高

校
を
選
ん
だ
の
は
英
語
を
学
ぶ
た
め

で
し
た
。
お
か
げ
で
、
卒
業
後
の
一

昨
年
と
昨
年
に
は
、
高
校
・
大
学
の

英
語
科
で
磨
い
た
英
語
力
を
買
わ

れ
、
平
和
式
典
に
参
列
さ
れ
る
駐
日

大
使
の
随
行
員
を
務
め
ま
し
た
。

　

語
学
は
あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル
で 

あ
り
、
そ
れ
を
社
会
の
た
め
に
ど
う

生
か
す
か
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と

を
、
小
川
さ
ん
は
示
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。

「
す
ご
い
」
に
違
和
感

　

こ
ん
な
小
川
さ
ん
に
対
す
る
印
象

を
後
輩
の
人
に
聞
い
て
み
る
と
、
ず

ば
抜
け
た
存
在
感
と
影
響
力
を
持
っ

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

一
方
で
、
小
川
さ
ん
に
は
周
囲
の

人
か
ら
「
す
ご
い
」
と
言
わ
れ
る
こ

と
へ
の
違
和
感
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

「
私
は
あ
く
ま
で
も
楽
し
ん
で
や
っ
て

い
る
」
と
い
う
の
が
正
直
な
思
い
だ

と
い
う
の
で
す
。

　

気
負
わ
な
い
ス
タ
ン
ス
で
向
き

合
っ
て
い
る
こ
と
も
小
川
さ
ん
の
活

動
が
長
年
継
続
し
て
い
る
こ
と
の
秘

密
で
し
ょ
う
。

若
者
の
課
題

　

―
継
承
と
関
心

　

終
戦
か
ら
77
年
が
経
と
う
と
す
る

今
、
次
世
代
へ
の
歴
史
の
〝
継
承
〟

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
小
川
さ

ん
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
別
に
、

今
後
は
継
承
活
動
に
取
り
組
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
交
流
証

言
者
（
被
爆
者
と
直
接
交
流
し
た
上

で
、
そ
の
体
験
を
継
承
す
る
人
）
と

し
て
被
爆
の
実
相
を
語
り
伝
え
ら
れ

る
よ
う
、
現
在
、
あ
る
被
爆
者
の
体

験
を
ま
と
め
て
い
る
最
中
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
継
承
に
関
す
る
若
者

の
関
心
を
高
め
る
こ
と
も
ま
た
、
小

川
さ
ん
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
学
び

　

高
校
時
代
か
ら
、
長
崎
市
青
少
年

ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

し
て
き
た
小
川
さ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
制
約
に
も
め
げ
ず
、
こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
学
習
会
や
研
修
、
そ
し
て
昨

年
か
ら
被
爆
者
と
英
語
の
被
爆
体
験

記
を
読
み
進
め
る
活
動
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
幅
広
い
活
動
に
精
力

的
に
取
り
組
む
小
川
さ
ん
は
、
い
ま

同
世
代
の
若
者
と
と
も
に

　

高
校
生
の
平
和
活
動
で
あ
る
「
高

校
生
一
万
人
署
名
活
動
」に
所
属
し
、

平
和
大
使
と
し
て
も
活
動
し
て
い
た

山
口
さ
ん
は
、
大
学
生
に
な
っ
た
現

在
も
、
週
に
一
度
、
こ
の
活
動
を
支

援
す
る
市
民
団
体
「
平
和
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
」
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。そ
の
傍
ら
、

こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
人
脈
を
活
か

し
、
沖
縄
や
広
島
、
海
外
の
大
学
生

と
と
も
に
、
平
和
教
材
づ
く
り
や
、

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、先
輩
の
中
村
涼
香
さ
ん
（
上

智
大
学
３
年
）ら
が
首
都
圏
で
展
開

す
る
、〝KNOW

 N
UK

ES TOKYO

〟

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
核
兵
器
禁
止
条

約
や
、
締
約
国
会
議
の
認
知
度
を
上

げ
る
た
め
に
企
画
さ
れ
た
「〝
模
擬
〟

締
約
国
会
議
」
の
運
営
に
も
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

先
輩
た
ち
が
輝
い
て
い
た

　

山
口
さ
ん
も
ま
た
、
平
和
学
習
部

に
所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
部

は
い
わ
ば
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
。
部
員

た
ち
は
、
こ
こ
が
提
供
す
る
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
活
か
し
、
様
々
な
社
会
活
動

に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
活
水
生
の
姿
が
、
中
学
時

代
の
山
口
さ
ん
に
は
と
て
も
輝
い
て

見
え
た
と
い
い
ま
す
。
高
校
入
学
後

す
ぐ
に
入
部
を
決
め
た
の
も
そ
ん
な

理
由
か
ら
で
し
た
。

　

山
口
さ
ん
を
〝KNOW

 NUKES 
TOKYO

〟
の
活
動
に
誘
っ
た
中
村

さ
ん
は
、
そ
の
「
輝
い
て
い
た
先
輩
」

の
代
表
格
と
も
い
え
る
存
在
で
し
た

が
、
山
口
さ
ん
も
ま
た
、
輝
く
先
輩

と
し
て
後
輩
た
ち
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
見
た
市
民
社
会

　

山
口
さ
ん
の
転
機
の
一
つ
に
平
和

大
使
と
し
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー（
オ
ス
ロ
）

を
訪
問
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

　

オ
ス
ロ
市
長
を
は
じ
め
、
女
性
が

活
躍
す
る
社
会
、
高
校
生
た
ち
の
社

会
活
動
・
意
見
表
明
が
普
通
に
認
め

ら
れ
て
い
る
学
校
教
育
な
ど
、
そ
こ

に
は
成
熟
し
た
市
民
社
会
の
姿
が
あ

り
ま
し
た
。
市
民
が
、
若
者
が
、
国

際
社
会
を
動
か
せ
る
の
だ
、
と
い
う

確
信
を
得
て
帰
国
し
た
山
口
さ
ん
の

活
動
は
、
さ
ら
に
広
が
り
ま
し
た
。

核
廃
絶
に
ど
う
関
れ
る
か

　

高
校
生
一
万
人
署
名
活
動
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
微
力
だ
け
ど
無
力

じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
山
口
さ
ん
は
あ
え
て
「
若

者
は
微
力
じ
ゃ
な
い
」と
言
い
ま
す
。

そ
の
言
葉
の
裏
に
は
、
オ
ス
ロ
へ
の

訪
問
や
若
者
の
国
際
的
な
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
を
企
画
・
運
営
し
た
高
校
時

代
の
経
験
か
ら
感
じ
た
、
若
者
の
力

へ
の
確
か
な
手
応
え
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
若
者
た
ち
の
関
心

を
高
め
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
課
題
解
決
の

手
始
め
と
し
て
、「
核
兵
器
廃
絶
」

の
動
き
に
若
者
が
ど
う
関
わ
れ
る
の

か
を
気
軽
に
語
り
あ
え
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
作
り
に
取
り
組
む
そ
う 

で
す
。

　

山
口
さ
ん
の
活
動
に
若
者
の
賛
同

が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

や
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
で
、
平
和
団
体
や
行
政

の
関
係
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
か

ら
も
厚
い
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
平
和
関
連
イ
ベ
ン
ト

で
の
司
会
進
行
を
任
せ
ら
れ
る
な

ど
、経
験
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
が
、 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と

は
本
当
に
多
い
と
小
川
さ
ん
は
言
い

ま
す
。

高
校
で
の
二
つ
の
出
会
い

　

小
川
さ
ん
の
出
身
小
学
校
は
被
爆

校
の
銭
座
小
学
校
。
平
和
学
習
に
積

極
的
な
学
校
で
す
。
そ
ん
な
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
て
入
学
し
、
高

校
で
も
長
崎
原
爆
に
関
し
て
学
び
続

け
た
い
、
何
か
行
動
し
た
い
と
考
え

て
い
た
時
に
、
平
和
学
習
部
、
そ

し
て
長
崎
市
青
少
年
ピ
ー
ス
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま 

し
た
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
小
川
さ
ん
が

peace study

次世代へ想いをつなぐ若者は微力じゃない

活
水
中
学
校
と
高
等
学
校
は
、
戦
後
ま
も
な
く
創
立
の
地

東
山
手
か
ら
爆
心
地
に
近
い
浦
上
の
丘
に
移
転
し
、
平
和

へ
の
祈
り
と
行
動
の
文
化
を
培
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
新

た
な
ス
ク
ー
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
、
卒
業
生
た
ち

に
よ
っ
て
、
大
学
で
も
根
付
き
は
じ
め
て
い
ま
す
。

主
よ
、
わ
た
し
を
あ
な
た
の
平
和
の
道
具
と
し
て
く
だ
さ
い

中
学
―
高
校
を
通
し
て
培
わ
れ
た

活
水
の
平
和
学
習
が
花
ひ
ら
く

小
お

川
がわ

　由
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さん
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い
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フ
ラ
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シ
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コ
の
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和
の
祈
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の
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節

イ
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リ
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の
ア
ッ
シ
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で
お
生
ま
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に
な
っ
た
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
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コ
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の
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設
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と
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知
ら
れ
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大
学
で
の
出
会
い
と
経
験
が

私
を
変
え
て
く
れ
ま
し
た

妹
に
も
そ
ん
な
出
会
い
が

あ
る
と
い
い
な

妹
と
吹
奏
楽
部
で
と
も
に

切
磋
琢
磨
し
た
日
々
は

家
族
み
ん
な
の
宝
物
で
す

　
　

国
際
文
化
学
部
英
語
学
科

　
　

２
０
２
２
年
３
月
卒
業

�

古
賀
由
里
子
さ
ん

　
　

健
康
生
活
学
部
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科

　
　

２
０
２
２
年
３
月
卒
業

�

全　
　

恩
恵
さ
ん

　
私
が
入
学
を
決
め
た
理
由
は
、「
英
語

を
学
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
知

ら
な
い
世
界
を
知
り
、
自
分
の
将
来
の
選

択
肢
を
広
げ
た
い
」と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

大
学
生
活
は
と
て
も
充
実
し
て
お
り
、
自

分
の
知
ら
な
か
っ
た
自
分
自
身
に
出
会
え

た
4
年
間
で
し
た
。
英
語
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
入
学
す
る
ま
で
私
に
は
な
か
っ
た

積
極
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
在
学
中
に
大
き
く
成
長
で
き
た
と
思

う
経
験
は
広
告
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
と
い
う

サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
レ

ゼ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
、
発
表
を

行
っ
た
こ
と
で
す
。
入
学
前
の
私
は
、
自

分
か
ら
何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
、
人

前
で
発
表
し
た
り
と
い
う
こ
と
は
避
け
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
学
で
出
会
っ
た

友
人
と
の
交
流
か
ら
サ
ー
ク
ル
活
動
を

し
、
自
分
で
企
画
し
た
こ
と
を
発
表
す
る

こ
と
で
、
周
囲
の
人
が
認
め
て
く
れ
る
こ

と
、
関
心
を
有
し
て
く
れ
る
こ
と
に
楽
し

さ
や
や
り
が
い
を
見
つ
け
ま
し
た
。
サ
ー

ク
ル
の
先
輩
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。
仲
間
た
ち
と
協
力
し
、
一
つ
の

　
活
水
学
院
に
通
い
、
活
水
高
か
ら
大
学

へ
と
進
学
し
ま
し
た
。
活
水
の
思
い
出
は

そ
の
9
割
が
部
活
動
で
す
。
中
学
時
代
か

ら
吹
奏
楽
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
活

水
高
で
も
吹
奏
楽
部
へ
入
部
、
妹
も
同
じ

く
活
水
中
で
吹
奏
楽
部
へ
入
部
を
決
め
ま

し
た
。
中
一
、
高
一
と
同
じ
ス
タ
ー
ト
地

点
で
こ
の
活
水
吹
奏
楽
部
が
一
新
し
た
タ

イ
ミ
ン
グ
で
共
に
携
わ
れ
た
こ
と
は
本
当

に
奇
跡
の
よ
う
で
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
大

会
や
イ
ベ
ン
ト
、
演
奏
会
に
一
緒
に
参
加

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
両
親
含
め

家
族
も
楽
し
ん
で
演
奏
会
に
来
て
く
れ
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
楽
器
や
パ
ー

ト
は
違
い
ま
す
が
、
そ
の
分
楽
し
ん
で
く

れ
た
と
思
い
ま
す
。
と
も
に
高
校
、
大
学

へ
進
学
し
た
と
き
も
、
お
互
い
活
水
吹
奏

楽
部
で
あ
っ
た
た
め
、
学
院
と
し
て
一
緒

の
大
会
に
出
る
こ
と
や
、
高
校
の
ゲ
ス
ト

と
し
て
大
学
生
が
出
演
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
違
う
学
年
で
あ
っ
て
も
、
こ
う

や
っ
て
繋
が
る
場
が
あ
る
と
い
う
の
が
学

院
の
素
晴
ら
し
さ
だ
と
改
め
て
感
じ
ま

す
。
ま
た
、
姉
妹
で
同
じ
学
校
へ
通
う
こ

発
表
を
創
り
あ
げ
る
こ
と
で
、
自
主
性
や

責
任
感
を
身
に
つ
け
ら
れ
た
こ
と
、
こ
の

経
験
は
こ
れ
か
ら
先
、
私
の
将
来
に
も
大

き
く
役
に
立
つ
で
し
ょ
う
。
妹
も
学
科
は

違
い
ま
す
が
、
活
水
に
入
学
し
学
生
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。
在
学
中
に
私
が
経
験

し
た
よ
う
に
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
経

験
値
を
増
や
す
こ
と
で
自
己
成
長
を
感
じ

る
日
が
来
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
新

し
く
出
会
う
友
人
と
共
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
充
実
し
た
学
生

生
活
を
送
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
在
学
中
ず
っ
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

た
家
族
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
先
、
活
水
で
学
ん
だ
こ
と
を
胸
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

と
で
、
友
人
、
勉
強
、
部
活
動
な
ど
共
通

の
も
の
が
多
く
、
家
で
の
会
話
が
増
え
、

家
族
の
雰
囲
気
も
よ
り
明
る
く
な
っ
た
よ

う
な
気
も
し
ま
す
。
私
は
大
学
を
卒
業 

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
7
年
間
、
姉
妹

で
こ
の
活
水
へ
通
い
共
に
こ
の
よ
う
な
経

験
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
を
忘
れ
ず
、
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。在
学
生・

在
校
生
の
皆
さ
ん
、
コ
ロ
ナ
禍
で
今
は
ま

だ
苦
し
い
状
況
も
あ
り
、
不
安
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
こ
こ
活
水
で
出
会
う

仲
間
は
生
涯
の
仲
間
に
な
り
ま
す
。
こ
の

状
況
を
乗
り
越
え
、
一
皮
む
け
た
強
い
人

間
に
な
れ
る
よ
う
、
今
で
き
る
勉
強
、
部

活
動
に
精
一
杯
取
り
組
み
、
後
悔
の
な
い

よ
う
過
ご
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
応

援
し
て
い
ま
す
。

　
私
が
看
護
学
科
に
進
学
し
た
動
機
は
、

長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
学
内
の
施

設
が
充
実
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ

た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
姉
か
ら
学
校
生
活

を
送
る
な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な
話
を
聞
い
た

こ
と
に
よ
り
、
姉
と
同
じ
よ
う
に
活
水
で

学
び
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
大
学
に

入
学
し
ま
す
と
、
高
校
と
大
学
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
が
違
い
慣
れ
な
い
こ
と
ば

か
り
で
大
変
で
し
た
。
で
す
が
、
生
活
に

少
し
ず
つ
慣
れ
て
く
る
と
う
ま
く
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
活
水
で
一
年

間
過
ご
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
施
設
が
と

て
も
充
実
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
週
一

回
、看
護
技
術
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

看
護
の
現
場
を
実
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。座
学
で
は
学
べ
な
い
こ
と
で
あ
り
、

新
た
な
気
づ
き
や
、
学
び
を
深
め
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
姉
妹
で
活
水
に

通
っ
て
い
ま
す
と
情
報
共
有
が
し
や
す
い

と
い
う
利
点
や
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
姉

に
聞
け
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
私
が
、
活
水
に
行
く
と
決
め
た
時
に
、

両
親
は
入
学
へ
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
ま

　
私
は
中
学
か
ら
活
水
に
通
い
、
今
年
で

7
年
が
経
ち
ま
し
た
。
姉
が
活
水
高
に
行

く
と
い
う
理
由
で
、
活
水
中
に
入
学
し
、

姉
に
つ
ら
れ
て
吹
奏
楽
も
始
め
ま
し
た
。

私
の
活
水
で
の
一
番
の
思
い
出
は
、
吹
奏

楽
。
中
学
生
に
な
り
、
初
め
て
部
活
に
入

り
、
初
め
て
楽
器
を
演
奏
し
、
初
め
て
コ

ン
ク
ー
ル
に
出
る
。
活
水
の
吹
奏
楽
部
に

入
っ
て
、多
種
多
様
の
経
験
を
し
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
入
っ
た
こ
の
部
活
で
、
い
き
な

り
全
国
大
会
に
出
る
こ
と
に
な
り
、
想
像

も
し
て
い
な
か
っ
た
日
々
が
始
ま
り
ま
し

た
。
中
高
生
活
は
、
部
活
が
す
べ
て
、
そ

の
な
か
で
素
敵
な
仲
間
と
出
会
い
、
素
敵

な
経
験
を
し
、
人
間
的
に
も
成
長
出
来
た

と
思
い
ま
す
。
も
と
も
と
人
見
知
り
で
、

人
前
で
は
話
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、こ
れ
ら
の
経
験
を
通
し
て
、

人
前
で
話
す
こ
と
や
、
表
現
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
ま
す
。ま
た
、

部
活
ば
か
り
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
部

活
メ
ン
バ
ー
は
家
族
よ
り
も
長
い
時
間
を

共
に
す
る
仲
間
、
そ
ん
な
か
け
が
え
の
な

い
仲
間
に
恵
ま
れ
、
素
晴
ら
し
い
中
高
校

し
た
。
両
親
は
姉
か
ら
学
校
生
活
の
話
を

聞
い
て
お
り
、
丁
寧
な
指
導
で
評
判
の
学

校
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
た
め
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
活
水
で
日
々
学
び

な
が
ら
、
夢
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
時

の
私
は
、
部
活
漬
け
の
日
々
で
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
な
い
生
活
が
苦
痛
で
し
た
。
し
か

し
、
今
思
い
ま
す
と
、
こ
の
部
活
を
し
て

い
た
日
々
が
青
春
そ
の
も
の
で
あ
り
、
な

に
か
に
向
け
一
所
懸
命
頑
張
る
こ
と
は
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
泣

い
て
笑
っ
て
ま
た
泣
い
て
…
…
6
年
間
を

思
い
返
し
ま
す
と
戻
り
た
い
と
思
う
こ
と

も
あ
り
楽
し
い
日
々
で
し
た
。
残
り
の
大

学
生
活
３
年
間
、
こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
生

か
し
て
、
将
来
に
向
け
て
た
く
さ
ん
の
知

見
を
増
や
し
経
験
を
重
ね
、
充
実
し
た
毎

日
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

活
水
中
高
そ
し
て
活
水
女
子
大
で
学
べ
る

幸
運
を
胸
に
秘
め
て
。

姉姉

姉
と
は
学
部
は
違
い
ま
す
が

い
ろ
ん
な
相
談
や

情
報
を
共
有
で
き
て

と
て
も
心
強
い
で
す

妹

　
　

看
護
学
部
看
護
学
科
２
年

�

古
賀　

智
子
さ
ん

中
高
で
培
っ
た
経
験
を
糧
に

こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
を

も
っ
と
も
っ
と
充
実
さ
せ
た
い妹

　
　

健
康
生
活
学
部

　
　

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
２
年

�

全　

ア
ン
ナ
さ
ん

「
姉
妹
で
活
水
」
特
集
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１
９
７
１
年
長
崎
市
生
ま
れ
。
活
水
中
学
・
高
校
か
ら
活
水
女
子
短
大
日
本
文
学
科
卒
。
ホ
テ
ル

勤
務
を
経
て
、
現
在
出
島
の
日
新
ビ
ル
でSoubi'56

を
主
宰
。Soubi

は
、
大
浦
天
主
堂
の
十
字

薔
薇
（
じ
ゅ
う
じ
そ
う
び
）
の
窓
か
ら
命
名
。
木
版
画
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
手
記
を
掲
げ
一
つ
の
作

品
を
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
て
い
く
ス
タ
イ
ル
で
運
営
。
下
妻
み
ど
り
著
『
な
が
さ
き
開
港
450
年
め
ぐ

り
：
田
川
憲
の
版
画
と
歩
く
長
崎
の
町
と
歴
史
』（
長
崎
文
献
社
刊
）
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

田川　由紀さん

Ken Tagawa

ART
Gallery

木版画家にして
吟遊詩人

田川  憲

祖
父
の
足
跡

を
伝
え

継
ぎ
た
い

取材班の学生たちに語る
今も輝きを放つ
青春時代の東山手の丘

　

田
川
憲
（
出
生
時
、
憲
一
）
は
明
治
39
年
に
長
崎
市
桜
馬
場
に
誕
生
す
る
。
長
崎
商
業
学
校

を
卒
業
後
、
昭
和
２
年
洋
画
家
を
志
し
上
京
、
当
時
の
東
京
市
小
石
川
区
（
現
在
の
文
京
区
春

日
町
）
に
あ
っ
た
川
端
画
学
校
で
学
ぶ
。
そ
こ
で
、
版
画
芸
術
の
先
駆
者
、
恩
地
孝
四
郎
と
出

会
い
創
作
版
画
に
傾
倒
し
、
昭
和
４
年
に
木
版
画
に
転
向
。
画
家
の
卵
た
ち
と
知
己
を
結
ぶ
中

で
、
憲
は
自
ら
の
才
を
活
か
す
道
を
模
索
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
木
版
画
家
へ
の
創
作
に
と

ど
ま
ら
ず
、
同
年
、
水
道
橋
に
あ
っ
た
ア
テ
ネ
・
フ
ラ
ン
セ
に
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん
で
い
る
。

仏
文
学
に
お
け
る
詩
と
は
喜
び
と
苦
悩
を
紡
い
だ
も
の
で
あ
る
。
憲
は
、
あ
ふ
れ
る
情
熱
を
画

家
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
詩
人
と
し
て
表
現
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
時
期
に
日
本
を
代
表
す
る
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
に
し
て
詩
人
で
あ
る
堀
口
大
學
と
邂か

い

逅こ
う

し

て
い
る
。
近
代
西
洋
文
化
の
揺よ

う

籃ら
ん

地
で
あ
っ
た
長
崎
か
ら
出
向
い
た
田
川
憲
と
い
う
画
壇
の
異

才
と
仏
文
学
の
異
才
が
同
じ
時
間
を
共
有
す
る
と
い
う
、
な
ん
と
贅
沢
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

憲
は
、
昭
和
８
年
に
長
崎
に
戻
り
、
詩
と
版
画
の
同
人
を
主
宰
し
、
創
作
活
動
を
精
力
的
に

展
開
す
る
。
昭
和
10
年
に
は
国
画
会
展
と
日
本
版
画
協
会
展
に
初
入
選
。
そ
の
後
も
創
作
意
欲

は
衰
え
ず
、
長
崎
居
留
地
の
数
々
の
洋
館
や
唐
寺
な
ど
長
崎
の
風
景
を
描
き
続
け
る
。
版
を
彫

り
、
手
記
を
残
す
こ
と
で
、
詩
人
と
し
て
の
足
跡
も
残
し
て
い
る
の
だ
。

　

憲
と
大
學
、
二
人
を
結
び
つ
け
た
の
は
、
ラ
ン
ボ
ー
で
あ
り
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
で
あ
り
、
そ

し
て
コ
ク
ト
ー
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
憲
が
鬼
籍
に
入
っ
た
の
ち
に
大
學
が
そ
の
御み

霊た
ま

を
鎮
魂

す
る
追
悼
詩
で
明
か
し
て
い
る
。
曰
く
、「
長
崎
の
海
を
し
の
ん
で
葉
山
の
海
と
君
を
語
ろ
う　

も
う
い
な
い
君
を
語
ろ
う
」

　

長
崎
の
海
は
憲
が
、
そ
し
て
葉
山
の
海
は
大
學
が
愛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
場
所
、
そ
し
て
二

人
の
終
焉
の
地
で
あ
る
。
田
川
憲
、
昭
和
42
年
永
眠
、
享
年
62
。

　

長
崎
出
島
、
路
面
電
車
が
行
き
か
う
風
景
を
窓
越
し
に
見

る
古
び
た
ビ
ル
の
1
階
。
そ
こ
に
長
崎
を
拠
点
に
活
躍
し

た
田
川
憲
の
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ーSoubi'56 K

en T
agaw

a 
A

rt Gallery

が
た
た
ず
む
。
憲
の
作
品
を
ゆ
っ
く
り
と
鑑

賞
で
き
る
素
敵
な
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。
訪
問
し
た
当
日
は
、

憲
の
孫
に
あ
た
る
俊
さ
ん
の
令
夫
人
、
田
川
由
紀
さ
ん
が
迎

え
て
く
れ
た
。

　

由
紀
さ
ん
は
、
憲
の
残
し
た
代
表
作
の
な
か
か
ら
一
枚
を

選
ん
で
く
れ
た
。
そ
れ
は
中
央
に
石
畳
の
坂
道
を
描
き
、
左

手
に
東
山
手
甲
十
三
番
館
、
右
手
に
活
水
正
門
を
描
く
作
品

で
あ
る
。
手
記
は
下
記
の
よ
う
に
掬
ぶ
。

　

爾
来
、
時
を
重
ね
る
こ
と
70
年
、
憲
の
孫
夫
婦
に
よ
っ
て

改
め
て
作
品
に
息
吹
が
宿
っ
た
。
憲
の
孫
・
俊
さ
ん
は
、
活

水
育
ち
の
由
紀
さ
ん
と
と
も
に
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
設

し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
活
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
川　
憲

　
そ
の
泉
は
、
居
留
地
の
小
高
い
丘
の
上
に
あ
る
。

　
滾
々
と
し
て
盡
き
る
こ
と
な
く
わ
き
い
で
て
い
る
清
純
な
水
で
あ
る
。

　
泉
の
ほ
と
り
に
、
可
成
り
年
経
た
一
も
と
の
樟
が
の
び
や
か
に
枝
を
拡
げ
て
い
る
。

春
は
オ
ー
ク
ル
、
ジ
オ
ン
ヌ
に
輝
く
嫩
葉
、
夏
は
樹
陰
、
そ
し
て
秋
に
な
る
と
、

こ
の
樹
は
翼
あ
る
訪
問
者
の
幾
群
か
を
迎
え
る
。

　
鵜
や
褐
鳥
や
、
山
鳩
な
ど
と
い
う
に
ぎ
や
か
な
ひ
ん
客
で
あ
る
。

樹
は
こ
の
さ
え
ず
り
に
う
っ
と
り
と
き
き
ほ
れ
、
暗
紫
色
に
熟
し
た
無
数
の
木
の
実
を
、

惜
し
気
も
な
く
饗
応
す
る
。

　
ま
た
、
こ
こ
に
通
う
別
の
小
鳥
ら

―
小
麦
色
の
、
黒
い
髪
を
し
た
、

く
つ
く
つ
と
よ
く
笑
う
女
の
子
た
ち
は
そ
の
清
冽
な
泉
の
水
を
飲
む
。

　
七
十
年
、
渇
れ
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
愛
の
泉
、
神
の
み
む
ね
の
活
け
る
水

―
活
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
六
年

　由紀さんは、今回の取材のなかで、
活水の現役学生に繰り返し語った言
葉がある。「憲が愛してやまなかっ
た東山手の丘で学んだ青春時代は今
も色あせることなく輝きを放ってい
る。伝統ある活水で学ぶことができ
ることを誇りにこれからの人生を歩
んでほしい。活水はわたしの青春の
すべて。あなた方もその思いを常に
持ち続けてほしい。」

田川　憲 作「活水と十二番」

田
川
憲
の
足
跡
を
追
っ
て

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
訪
ね
る

Interview
CREW

〈取材および記事作成〉
健康生活学部生活デザイン学科２年
前田  千智・松尾  奈南・松永  夏美・山口  紫福
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活
水
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
情

サークル
アクティビティ
① ①

異
文
化
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し
て

活
水
女
子
大
学
のO

nline C
lass

　

全
国
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
調
査
に
よ

れ
ば
、
全
国
の
女
子
学
生
（
調
査
数
５
、

０
０
０
人
）
の
う
ち
調
査
時
点
で
過
去
１

年
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
の
あ
る
学
生
は

約
30
％
、
一
方
で
本
学
学
生
（
調
査
数

８
７
１
人
）
は
約
45
％
が
何
ら
か
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
経
験
が
あ
る
と
答
え
て
い
ま
す

（
上
図
参
照
）。
全
国
調
査
と
本
学
調
査
で

実
施
時
期
に
相
違
が
あ
り
、
単
純
に
両
者

を
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ

の
２
つ
の
数
字
か
ら
本
学
の
学
生
の
意
識

は
か
な
り
高
い
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
で

し
ょ
う
。
た
だ
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
サ
ー

ク
ル
活
動
の
自
粛
な
ど
、
対
面
で
の
活
動

は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
も
出
来
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
な

い
か
、
そ
れ
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の
声

に
耳
を
傾
け
、
実
現
の
た
め
の
道
を
模
索

す
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
お
金
で
得
る
こ

と
は
で
き
な
い
大
き
な
価
値
を
手
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

そ
の
経
験
は
か
け
が
え
の
な
い
財
産
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
国
際
文
化
学
部
英
語
学
科
、
日
本
文
化
学
科
で

は
主
に
１
年
生
を
対
象
に
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
の
参
考
に
な
る
よ
う
に
、
基
礎
教
養
科
目
と
し

て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
を
知
る
Ⅰ
・
Ⅱ
」（
担
当

教
員
：
上
野
葉
子
先
生
ほ
か
）
を
開
講
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
２
０
２
１
年
度
は
10
月
～

11
月
に
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で
活
躍
す
る
管
理
職 

女
性
を
お
招
き
し
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
い
ま 

し
た
。

　
イ
タ
リ
ア
の
名
門
オ
リ
ベ
ッ
テ
ィ
本
社
の
ボ
ン

テ
ン
ポ
さ
ん
か
ら
は
、
女
性
が
社
会
の
な
か
で
生

き
抜
い
て
い
く
た
め
に
必
要
な
知
恵
や
、
文
学
や

音
楽
な
ど
の
教
養
の
重
要
性
を
示
唆
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ま
た
京
セ
ラ
北
米
統
括
会
社
に
勤
務
す
る
音
羽

さ
ん
か
ら
は
、
自
分
が
ル
ー
ル
を
作
る
側
（
ル
ー

ル
メ
ー
カ
ー
）
に
な
れ
る
こ
と
や
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
茶
道
を
た
し
な
む
こ
と
で
心
安
ら
か
に
穏
や

か
な
状
態
で
い
ら
れ
る
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

企
業
の
司
令
塔
と
し
て
活
躍
す
る
彼
女
ら
か
ら
共

通
し
て
教
わ
っ
た
こ
と
は
、
意
外
に
も
（
？
）
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
重
要
性
で
す
。
専
門
領
域
だ
け

で
は
な
い
、
芸
術
や
文
化
な
ど
知
識
の
交
流
が
信

頼
関
係
の
醸
成
に
お
い
て
大
変
有
益
だ
と
い
う
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「わたしもやってみよう」という方は
学⽣地域連携活動⽀援事業「Ｕ -サポ」へ
詳しくは学⽣⽣活⽀援課、または⻑崎⼤学「やって
みゅーでスク」HPまでお問い合わせください。 学⽣⽣活⽀援課 やってみゅーでスク

先
輩
た
ち
か
ら
の
バ
ト
ン
を
受
け
継
い
で

　
　
　

～
未
来
に
つ
な
ぐ
わ
た
し
た
ち
の
思
い
～

�

活
水
女
子
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
：
つ
な
ぐFRO

M

活
水

0 10 20 30 40 50 60 70 80
％

全国平均
29.9％

活水生
44.5％

過
去
１
年
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験 出所：公益財団法人日本財団学生ボランティアセンター（Gakuvo）調べ（2017年）

　　　活水女子大学学生生活実態報告書（2021年）

大学授業
最前線

Online LecturerOnline Lecturer
20212021

10/2611/30

ナディア・ボンテンポ さん

イタリア・オリベッティ S.p.A.
マーケティング部門　シニアディレクター

〈日時〉2021 年 10 月 26 日
　　　トリノ現地時間／同日深夜１：50～３：20

音羽　幸子 さん

米国・京セラ Inc.　企業戦略部マネージャー

〈日時〉2021 年 11 月 30 日
　　　ニューヨーク現地時間／
　　　　　　　　　　前日午後６：50～８：20

ボンテンポ先生の授業を通してグローバ

ル企業に関心をもち、講義から多くのこ

とを学びました。仕事での自己管理の重

要性、責任、信頼、人間関係、有意注意、

仕事での達成感など。周囲の人の信頼と

信用を得る方法をさらに学んでいきたい

です。

「挑戦しないことが最大のリスク」、「失
敗は笑顔でいるための経験」など、これ
から先の人生で、迷うことや心が折れそ
うになった時に立ち直るヒントになるよ
うなキーワードを音羽先生から教わりま
した。これらの言葉を忘れずに有限な時
間をどれだけ有効に使えるか残りの学生
生活を大切にしていきます。

日本文化学科２年
グエン・ティ・ホアイ・アンさん

英語学科２年
濱口　郁音さん

受講者の感想受講者の感想

つなぐ FROM活水は、かつて存在したボランティア支援委員会の流れをくむものです。
無償の人助けはとても尊い行為だと思います。そして自分たちの思いが通じて感謝の言葉
をいただく、それがやりがいにつながります。ボランティアをさせていただける喜びを仲
間と共有していきたいです。� （英語学科 2 年　坂口　佳南 部長）

一つの目標に向かってさまざまなステップを踏んで実行に移す、そしてやり遂げた時に味
わう達成感、それはとても爽快です。同じような志をもった同世代の仲間との出会いから
多くのことを学ぶことができます。一人ではなかなか行動に移す勇気が出ませんが、みな
で最初のステップを踏み出してみませんか。� （英語学科 2 年　田畑　桜華 副部長）

【つなぐ FROM 活水のここ１年の活動】
�水辺の森公園クリーン大作戦、長崎しごと未来博運営、長崎大学ピースキャラバン隊協働など。

1415

KWASSUI
カレッジライフ

KWASSUI
カレッジライフ



プラトン 著／久保　勉 訳

戸部　良一ほか 著 松沢　哲郎 著 

「饗宴」

「失敗の本質」「想像するちから」

出版社：岩波書店 改版
発売日：2008/12/1

出版社：中公文庫
発売日： 1991/8/1

出版社：岩波書店
発売日：2011/2/26

　

ギ
リ
シ
ア
文
化
圏
で
は
た
と
え
は
よ
く
用
い
ら
れ
た
よ
う
で

す
。
例
え
ば
、
人
の
成
長
は
種
が
蒔
か
れ
た
土
地
の
環
境
に
左
右

さ
れ
、
良
い
土
地
に
蒔
か
れ
た
種
は
成
長
す
る
た
と
え
話
。
富
と

徳
と
は
両
立
し
な
い
こ
と
や
、
身
体
の
一
部
が
痛
め
ば
身
体
全
体

が
そ
の
痛
み
を
分
か
ち
あ
う
こ
と
の
た
と
え
等
。

　

右
記
の
た
と
え
は
新
約
聖
書
で
イ
エ
ス
が
用
い
た
た
と
え
話
と

し
て
有
名
で
す
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
誕
生
の
三
五
〇
年
以
上
前
、

プ
ラ
ト
ン
は
『
国
家
』
の
中
で
こ
れ
ら
の
た
と
え
を
使
い
ま
し
た
。

こ
と
ば
を
重
ん
じ
、
若
者
と
の
対
話
を
大
切
に
し
た
プ
ラ
ト
ン
が

「
キ
リ
ス
ト
以
前
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
愛
や

徳
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
的
価
値
に
相
通
じ
る
哲
学
を
、
ソ
ク
ラ
テ
ス

に
登
場
さ
せ
語
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
『
国
家
』
や
『
法
律
』
は
文
庫
版
で
も
上
・
下
に
別
れ
る
大
書

で
す
が
、『
饗
宴
』（
シ
ン
ポ
シ
オ
ン
）
は
エ
ロ
ス
（
愛
）
に
つ
い
て
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
が
真
の
知
恵
へ
と
友
人
ら
を
対
話
に
よ
り
誘
導
す
る

短
い
作
品
で
す
。
知
識
を
見
せ
び
ら
か
す
の
で
な
く
ワ
イ
ン
を
飲

み
な
が
ら
、
横
長
椅
子
に
寝
そ
べ
っ
て
す
る
の
が
当
時
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
す
。
こ
れ
な
ら
話
が
弾
む
と
羨
ま
し
く
思
い
ま
す
。
ギ

リ
シ
ア
文
明
の
ゆ
と
り
と
そ
の
後
の
宗
教
と
文
化
へ
の
影
響
の
大

さ
を
感
じ
る
作
品
群
で
す
。

　

旧
日
本
軍
の
戦
略
的
失
敗
を
浮
き
彫
り

に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
現
代
社
会
に

も
通
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
慣
習
と
し
て
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
曖
昧
な
指

示
命
令
、
過
剰
な
忖
度
、
そ
し
て
失
敗
を

認
め
な
い
組
織
構
造
な
ど
。
失
敗
の
本
質

か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
す
。

　
「
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
教
え
て
く
れ
た
人

間
の
心
」と
い
う
副
題
が
つ
い
て
い
ま
す
。

「
人
間
と
は
な
に
か
」
と
い
う
問
い
に
対

し
て
、
ヒ
ト
に
一
番
近
い
動
物
と
さ
れ
る

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
研
究
を
通
し
て
洞
察
し
て

い
く
書
物
で
す
。

古
ふる

家
いえ

　敏
とし

亮
あき

国際文化学部日本文化学科
准教授
国語科教育、日本文学分野

K
カ レ ン

aren  S
ストライドム

trydom
学院宣教師／国際文化学部英語学科
講師
英語

小
こ

畑
ばたけ

　拓
たく

未
み

健康生活学部生活デザイン学科
助教
建築環境学

水
みず

野
の

　順
じゅん

子
こ

音楽学部音楽学科
助教
音楽療法

中
なか

村
むら

　　仁
ひとし

音楽学部音楽学科
助教
声楽、音楽科教育法

龍
たつ

田
た

優
ゆ

美
み

子
こ

学院オルガニスト／音楽学部音楽学科
講師
パイプオルガン

中
なか

尾
お

八
や

重
え

子
こ

看護学部看護学科
教授
公衆衛生看護学

福
ふく

井
い

謙
けん

一
いち

郎
ろう

健康生活学部子ども学科
講師
教育心理学

田
た

中
なか

生
き

弥
み

子
こ

健康生活学部子ども学科
講師
学校保健

島
しま

田
だ

　知
とも

和
かず

健康生活学部子ども学科
講師
保育学・幼児教育

木
こ

場
ば

　英
ひで

之
ゆき

事務局
（事務局次長）

小
こ

西
にし

　美
み

香
か

教諭
英語科

錦
にしき

戸
ど

　慶
よし

恵
え

看護学部看護学科
助教
成人看護学

間
ま

宮
みや

みどり
看護学部看護学科
講師
成人看護学

平
ひら

松
まつ

　遥
はる

香
か

健康生活学部食生活健康学科
実習助手

岩
いわ

永
なが

　　萌
もえ

健康生活学部食生活健康学科
実習助手

浦
うら

川
かわ

　二
じ

良
ろう

事務局管財課
（技能職員）

山
やま

田
だ

　　真
まこと

事務局経理課
（経理課長代理）

N E W  F A C E
2022年度

よろしくお願いします

大学

大学

大学

中高

大学

大学

大学

大学

学院

大学

大学

大学

学院

大学

大学

大学

大学

学院

院長のイチオシ

院
長
の

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
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中期計画の骨子と
KWASSUI VISION 2029

基本方針

KWASSUI VISION 2029

1

2

3

4

5

6

活水学院への寄付のお願い

活水学院創立150周年記念事業
（予告）

読者アンケート

■寄付金の目的
　�大学教育環境整備や中学・高等学校教育
活動支援資金の充実を図り、学生生徒に
より充実した教育環境を提供するために
使用します。

　�活水学院のさらなる発展のため、そして
なによりも活水学院に集う未来の学生生
徒のために皆様の篤志をお願い申し上げ
ます。

　�尚、寄付に対する税制優遇措置につきまし
ては、右のQRコードまたは、

　にて詳細をご確認いただけ
　ます。

活水学院は、きたる 2029 年に創立 150
周年を迎えます。明治開国期の創立以来、
活水学院が築いてきた大切な伝統を礎に、
地域や国際社会の発展に貢献する女性の育
成に努めながら、学院は新たな価値を地域
社会のステークホルダーとともに作り上げ
てまいります。そこで、今後７年間にさま
ざまな環境整備事業や芸術文化活動を計画
してまいります。詳細は追ってご案内申し
上げる予定です。

活水学院報リニューアル創刊号「Living 
Water」に関するご意見、ご要望をお寄せ
ください。下のQRコードよりご入力くだ
さい。 寄

付
者
ご
芳
名

　
　
（
２
０
２
１
年
４
月
～

�

２
０
２
１
年
12
月
分
）

　

活
水
学
院
へ
の
皆
様
の
ご

支
援
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
の
ご
芳
名
を
感

謝
を
も
っ
て
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

⑴
教
育
環
境
整
備
資
金

【
ご
芳
名
の
み
】

　

▪
𠮷
田　

和
代
様

　

▪
奥
平　

昌
子
様

　

▪
髙
榎　

尚
一
様

【
５
千
円
以
上
】

　

▪
渡
邉　
　

明
様

　

▪
濵
口　

勝
幸
様

　

▪
森
川
眞
樹
子
様

　

▪
池　
　

政
信
様

【
２
万
円
以
上
】

　

▪
大
塚　

和
子
様

　

▪
林
田
功
一
郎
様

　

▪
平
崎　
　

悟
様

【
10
万
円
以
上
】

　

▪
湯
口　

隆
司
様

　

※
匿
名
様　

13
名

　
　

24
名
様
合
計

�

　
　
　

61
万
５
千
円

⑵
一
般
寄
付

【
ご
芳
名
の
み
】

　

▪
清
原　

和
子
様

　

▪
大
岩　
　

厚
様

【
５
千
円
以
上
】

　

▪
恒
原　
　

郁
様

　

▪
池
永　
　

碧
様

　

▪
田
中
由
美
子
様

　

▪
内
村　

直
子
様

　

▪
山
﨑
ま
ど
か
様

　

▪
赤
城
久
仁
枝
様

【
２
万
円
以
上
】

　

▪
奥
山
浩
一
朗
様

　

▪
松
尾　

洋
子
様

　

▪
太
田　

昭
子
様

　

▪
永
吉
美
恵
子
様

　

▪
石
橋　

真
紀
様

　

▪
活
水
同
窓
会
様

【
10
万
円
以
上
】

　

▪
小
林　

智
子
様

　

▪�

合
同
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会

女
性
局
（
Ｕ
Ｍ
Ｗ
）
様

【
１
０
０
万
円
以
上
】

　

▪
活
水
父
母
会
様

　

※
匿
名
様　

12
名

　
　

29
名
様
合
計

�

１
千
４
５
５
万
７
千
円

2022 年度からスタートする中期計画は、変革の時代の潮流をとらえつつ、学院が有してきた創立以来
のキリスト教の精神を中核にすえ、専門的かつ実践的な職業人女性の育成という使命を果たすための具
体的な行動指針です。

活水学院中期計画 2022-2026

�「建学の精神」を土台とする人格教育
とキャリアデザインの構築

地域社会に根ざした知的インフラの構
築と研究推進力の強化

地域密着による社会連携、貢献と生徒・
学生の多様な価値を尊重する教育実践
を通じた職業人女性の育成

入学前・在学中・卒業後の一貫した学
修者支援の体制構築と生涯教育の実現

学院広報の強化並びに活水プライドの
醸成

�各施策を実現するための健全かつ安定
した財務基盤の構築

▪�事務組織の改編による学生サービスの質の向上と業務の効率化の推進、強固な組織体制の構築
▪�教職員がやりがいを実感できる人事考課・評価の制度及び働きがいのある職場の構築
▪�健全かつ安定した財務基盤の構築における損益計数等の目標数値設定

各施策を実現するための健全かつ安定した財務基盤の構築

学
院

経営改革と財務基盤強化

検索活水学院  ご寄付

▪�地域密着により多様な価値
を尊重する教育実践を通じ
た教育的・文化的な貢献の
実現

▪�正課（外）の活動を積極的
に展開し地域社会からの共
感醸成

地域密着による社会連携・
貢献と学生生徒の多様な価値
を尊重する教育実践

学
　
院

▪�教育力を高める研修支援体制の構築
▪�すべての学生に対するジェネリックスキル
の修得を目指した教養教育の実践

▪�「Society 5.0」に対応し、社会を生き抜
いていく生徒の育成

▪�次代と地域を担う女性を育成する場として
の活力のある学校生活の実現

「建学の精神」を基盤とする人格教育と
キャリアデザインの構築

大
学

中
　
高

教育改革

▪�すべての学生の希望進路支援のための学
生一人ひとりに応じた支援の実施
▪�国際交流を活性化させるため外国人留学
生の受け入れ及び派遣留学生の拡充
▪�障がい等修学支援を必要とする学生の把
握と適切な修学支援方策の検討・実行
▪�新入学生の学校生活ケアに努め、安定し
た学校生活の基礎の確立

▪��生徒の心のケアの体制確立と活き活きと
した学校生活支援

▪��将来に目標や希望を持ち、積極的な自己
実現を図れるよう学校生活支援

入学前・在学中・卒業後の一貫した
学修者支援の体制構築と生涯教育の実現

大
　
学

中
　
高

学生・生徒支援

▪�教員・学生全体の研究の質の向上
▪�地域医療女性リーダーの育成に関する地域
研究拠点の構築

地域社会に根ざした知的インフラの構築と
研究推進力の強化

大
学

研究力高度化

社会貢献

▪�すべてのステークホルダー
に対して、地（知）の拠点
となる学院を志向

▪�活水ブランドの再構築

学院広報の強化並びに
活水プライドの醸成

学
　
院

ブランディング構築

1819



大
久
保
先
生
と

共
に
歩
み
目
指
し
た

女
性
教
育
の
道

奥　野　政　元
第５代活水女子大学学長
を経て、活水学院理事長・
第 13 代院長を歴任

　

活
水
学
院
に
私
が
日
本
文
学

の
専
任
講
師
と
し
て
赴
任
し
た

の
は
、
１
９
７
４
（
昭
和
49
）

年
４
月
で
あ
る
か
ら
、
ほ
ぼ
半

世
紀
も
前
の
こ
と
に
な
る
。
そ

れ
は
戦
後
民
主
主
義
が
日
本
社

会
の
各
分
野
に
及
び
、
特
に
経

済
面
で
の
発
展
成
長
に
伴
う
就

学
、
進
学
生
徒
数
の
急
増
へ
と

進
む
時
期
で
も
あ
っ
た
。

　

４
月
最
初
の
始
業
礼
拝
に
向

か
う
オ
ラ
ン
ダ
坂
で
、
私
は
大

久
保
正
夫
新
院
長
と
初
め
て

出
会
っ
た
。
大
久
保
先
生
が

新
院
長
と
し
て
着
任
し
た
の

も
、
私
と
同
じ
年
度
か
ら
で

あ
っ
た
。以
来
先
生
の
も
と
で
、

短
大
に
日
本
文
学
科
を
開
設

（
１
９
７
７
年
）、
１
０
０
周
年

記
念
事
業
（
１
９
７
９
年
）、

４
年
制
大
学
開
学
（
１
９
８
１

年
）
へ
と
次
々
に
新
し
い
事
業

を
起
こ
し
、
学
院
は
目
覚
ま

し
い
発
展
を
遂
げ
て
い
く
。

　

大
久
保
先
生
の
専
門
は
理

工
系
建
築
関
係
で
あ
り
、
話

し
た
り
書
い
た
り
す
る
こ
と

は
苦
手
の
よ
う
で
あ
っ
た

が
、
若
い
頃
か
ら
の
キ
リ
ス

ト
教
信
仰
に
培
わ
れ
た
清
廉

潔
白
な
熱
情
は
、
教
職
員
・

学
生
・
生
徒
の
心
を
打
つ
も

の
が
あ
っ
た
。
学
院
運
営
に

お
い
て
様
々
な
困
難
が
あ
る

中
、
そ
の
困
難
さ
え
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
、
皆
を
ま
と

め
な
が
ら
発
展
的
理
念
へ
と

転
じ
る
こ
と
が
で
き
る
人
徳

の
あ
る
方
で
あ
っ
た
。
そ
の

背
後
に
、
先
生
を
そ
の
よ
う

に
生
か
し
め
た
神
様
の
恵
み

と
栄
光
の
現
れ
が
あ
っ
た
の

だ
と
、
今
し
み
じ
み
と
私
は

思
い
出
す
の
で
あ
る
。

大久保正夫先生（1907-2005）

活水学院理事長
第５代院長、第５代短大学長
第６代中高校長を歴任

田川　憲 作「港へ下る道」

※�活水学院では、各種印刷物に使用する紙資材を
FSC 認証紙に切り替えることで、環境負荷を低減
させ、持続可能な森林資源の活用を積極的に進めて
おります。本誌も FSC認証紙を利用しております。
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